
（１）平成２９年７月 第１１２号　讃寺ジャーナル

第112号
（発行所）

真宗大谷派

松岡山　讃寺
中村区城屋敷町3－30
TEL（052）411－5301
FAX（052）411－5341
携帯 090－1568－4623

matsuoka@kosanji.or.jp
〈E-mail〉

如
来
の
智
慧
を
疑
惑
し
て

　

お
経
は
お
釈
迦
さ
ま
の
説
法
で
あ
り
真
実
で
あ
る
、
と
い
う

こ
と
を
口
で
は
言
っ
て
は
い
る
が
、
本
当
は
う
な
ず
い
て
い
な

い
自
分
が
い
た
。

　

本
当
に
お
釈
迦
さ
ま
な
ん
て
実
在
し
た
の
か
。
お
経
の
内
容

を
み
て
も
非
現
実
的
な
こ
と
が
書
い
て
あ
り
こ
ん
な
こ
と
が
自

分
の
救
い
に
な
る
と
は
到
底
思
え
な
い
だ
と
か
。
お
釈
迦
様
が

悟
り
を
開
い
た
っ
て
本
当
だ
ろ
う
か
だ
と
か
。
二
千
五
百
年
も

前
の
話
な
ん
て
途
中
で
話
が
変
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

　

な
ど
な
ど
、
色
々
な
疑
惑
が
邪
魔
を
し
て
ま
と
も
に
お
経
に

向
き
合
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
考
え
て
み
れ
ば
、は
な
か
ら
「
お

経
な
ん
て
」
と
思
う
時
は
、
な
ん
と
も
な
い
時
だ
。
な
ん
と
も

な
い
時
っ
て
い
う
の
は
苦
悩
を
感
じ
な
い
時
の
こ
と
で
あ
る
。

苦
悩
を
感
じ
な
い
時
っ
て
い
う
の
は
あ
る
意
味
、
幸
せ
で
あ
る
。

だ
か
ら
救
済
の
教
え
で
あ
る
仏
教
な
ん
て
必
要
な
い
し
、
そ
も

そ
も
救
い
も
い
ら
な
い
と
、
こ
う
な
る
。

　

し
か
し
、
苦
悩
を
抱
く
と
き
、
ま
た
は
何
か
矛
盾
と
い
う
か

虚
無
感
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
に
、
お
釈

迦
様
の
教
え
、
ま
た
は
親
鸞
聖
人
の
教
え
に
う
な
ず
け
る
。
お

釈
迦
様
や
七
高
僧
、
宗
祖
、
蓮
如
上
人
、
た
く
さ
ん
の
先
人
が

お
前
も
よ
う
や
く
人
生
の
苦
悩
に
気
づ
い
た
か
と
語
り
か
け
る
。

そ
し
て
そ
の
教

え
は
途
方
も
な

い
ほ
ど
ず
っ
と

先
回
り
し
て
在

っ
た
の
だ
と
。

そ
こ
に
仏
国
土

が
開
け
て
る
。
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蓮
如
上
人
　
御
影
道
中

　

蓮
如
上
人
御
道
中
と
い
う
行
事
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
本
山

東
本
願
寺
（
京
都
）
と
吉
崎
別
院
（
福
井
県
吉
崎
町
）
の
間
を

蓮
如
上
人
坐
像
の
掛
け
軸
を
リ
ア
カ
ー
に
乗
せ
て
歩
き
ま
す
。

　

本
山
を
出
て
福
井
県
吉
崎
別
院
に
運
ば
れ
ま
す
。
こ
れ
は
御

下
向
と
呼
ば
れ
毎
年
四
月
十
七
日
に
本
山
を
出
発
し
四
月
二
十

三
日
夕
方
に
吉
崎
に
到
着
し
十
昼
夜
の
法
要
が
勤
め
ら
れ
ま
す
。

六
泊
七
日
の
行
程
で
す
。
着
い
た
夜
に
初
逮
夜
が
勤
ま
り
五
月

二
日
結
願
日
中
で
十
日
間
の
法
要
を
終
え
る
。
行
事
の
主
役
は

吉
崎
の
同
行
六
人
ほ
ど
と
、
そ
れ
に
当
日
、
飛
び
入
り
で
参
加

す
る
人
々
と
リ
ア
カ
ー
１
台
で
す
。

　

吉
崎
か
ら
本
山
へ
お
返
し
す
る
の
が
御
上
洛
と
呼
ば
れ
、
吉

崎
別
院
を
五
月
二
日
に
出
発
し
九
日
に
京
都
の
本
山
に
到
着
し

ま
す
。
七
泊
八
日
の
行
程
で
す
。

　

歩
く
道
は
旧
旧
道
で
宿
泊
は
お
寺
、
旅
館
、
門
徒
の
家
な
ど

で
毎
年
同
じ
で
歩
く
速
さ
も
各
場
所
を
通
過
す
る
時
間
も
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
、
平
成
二
十
九
年
で
三
百
四
十
四
回
目

と
な
る
そ
う
で
す
。

　
　

讃
寺
か
ら
こ
の
蓮
如
上
人
御
道
中
に
四
回
参
加
し
て
い
ま

す
。

第
一
回
目　

平
成
三
年
五
月
七
日

　
　
　
　
　

参
加
者
二
名
（　

讃
寺
前
住
職
・
前
坊
守
）

Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
で
米
原
駅
ま
で
行
き
御
上
洛
道
中

に
合
流
。
米
原
町
か
ら
旧
国
道
八
号
線
を
彦
根
ま

で
歩
く
。
帰
り
は
彦
根
駅
か
ら
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
で

名
古
屋
へ
。

第
二
回
目　

平
成
四
年
四
月
十
九
日

　
　
　
　
　

合
計
参
加
者
三
十
四
名

前
日
午
後
に
Ｊ
Ｒ
で
湖
西
線
高
島
駅
に
行
き
川
口

旅
館
に
泊
ま
る
（
十
五
名
）。
自
家
用
車
で
川
口
旅

館
ま
で
（
五
名
）
当
日
午
前
、
自
家
用
車
三
台
で

十
一
名
が
、
Ｊ
Ｒ
で
三
名
が
高
島
駅
に
行
き
御
下

向
道
中
に
合
流
し
高
島
市
か
ら
今
津
町
ま
で
歩
く
。

当
日
午
後
Ｊ
Ｒ
組
は
湖
西
線
新
旭
日
駅
か
ら
乗
車

し
帰
路
。
自
家
用
車
組
も
帰
っ
た
。

伊
藤
和
美
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三
回
目　

平
成
五
年
四
月
二
十
三
日

　
　
　
　
　

参
加
者
三
十
九
名

当
日
、
Ｊ
Ｒ
特
急
し
ら
さ
ぎ
号
で
北
陸
線
芦
原
駅

に
下
車
、
駅
前
の
永
宮
寺
で
御
下
向
の
御
影
を
待

つ
。
永
宮
寺
で
は
お
待
ち
受
け
法
要
が
勤
ま
る
。

芦
原
永
宮
寺
か
ら
吉
崎
別
院
ま
で
二
十
四
名
で
歩

く
。
そ
し
て
四
名
が
Ｊ
Ｒ
で
帰
名
、
残
り
十
一
名

は
乗
合
バ
ス
で
吉
崎
別
院
に
行
き
御
影
を
待
つ
。

提
灯
が
な
ら
ぶ
中
リ
ア
カ
ー
か
ら
輿
に
乗
り
換
え

到
着
で
あ
る
。
初
逮
夜
が
始
ま
り
皆
で
お
参
り
す

る
。そ
の
晩
、吉
崎
別
院
の
太
鼓
堂
で
三
十
五
名
が
、

ご
ろ
寝
す
る
。
翌
朝
四
時
に
太
鼓
が
鳴
り
初
晨
朝

が
始
ま
り
お
参
り
し
朝
の
お
斎
を
い
た
だ
き
バ
ス

で
芦
原
駅
に
行
き
特
急
し
ら
さ
ぎ
で
帰
っ
た
。

第
四
回
目　

平
成
二
十
八
年
四
月
十
七
日　

　
　
　
　
　

参
加
者
四
十
名

京
都
、
真
宗
四
本
山
参
拝
バ
ス
旅
行
の
途
中
、
東

本
願
寺
を
出
発
す
る
時
に
遭
遇
し
た
。
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行
事
予
定 

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

一
時
半
〜 

ご
命
日
の
つ
ど
い

　

七
　

月
　

八

日

　

　
　   
　

十
九
日 （

土
）

（
水
）

八
時　
　
後
片
付
け

十
時　
　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

　
　     

二
十
四
日
　

　
　     

二
十
八
日
　（

月
）

（
金
）

ボ
ー
ル
す
く
い
・
輪
な
げ
・

ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
な
ど
…
　
　

楽
し
い
催
し
も
の
が
い
っ
ぱ
い
。

ど
な
た
で
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
雨
天
決
行
）

（
役
員
は
七
時
）

二
時　
　
常
任
委
員
会

七
時
半　
同
朋
委
員
会
・
例
会

二
時
〜
四
時　

学
習
会

十
時　
　
二
十
八
日
講
・
女
人
講

　

八
　

月
　

六

日

　

　
　

　
　

十
二
日

　

　
　   

　

十
九
日

　
　     

二
十
八
日
　 （

日
）

（
土
）

（
土
）

（
月
）

（
役
員
は
七
時
）

二
十
三
日（
日
）
夕
方
か
ら　
納
涼
大
会

納涼大会

　
第
一
回
「
書
い
て
味
わ
う
正
信
偈
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

場
所　

廣
讃
寺

（
第
二
回
は
九
月
四
日　

場
所
は
西
祐
寺
）

夏休み　境内でのラジオ体操


